
 

 

  

 

健保クイズ３ ≪医療と健康保険の問題≫ 

健康保険組合連合会 

「みんなで解こう！医療と健康保険の問題」より抜粋 

 

次の問題文を読み、続く設問に答えなさい。 

 

健康保険組合（通称・健保組合）の事業は、大きく２つに分けられます。 

   A   は、被保険者とその家族の皆さんが病気やケガをしたとき 

の医療費の支払いや、出産・死亡・休職などのときに給付金を支給する仕事です。 

   B   では、加入者の健康の保持・増進を図るため、  C   と連携し、健診など加入者の 

実態に合わせた事業運営を行います。また   D   に対して、医療保険制度の見直しや医療のあり方 

等についても被保険者を代表して意見します。 

しかし、これらの事業は保険料収入のうち６割に満たない範囲で行っているのが現状です。 

 

 

【１】文中の空欄に入る言葉の組み合わせとして、最も適当なものを選びなさい。 

①  A 保険事業    B 保険給付    C 国や自治体    D 企業 

②  A 保険給付    B 保険事業    C 国や自治体    D 企業 

③  A 保険給付    B 保険事業    C 企業       D 国や自治体 

④  A 保険事業    B 保険給付    C 企業       D 国や自治体 

【２】下線部の状況について、二大事業以外に４割を超える大きな支出があります。（２０２３年度） 

   その内容を答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健保ホームページのご案内】          健保ＨＰ スマホ用ＱＲコード 

身体や心の相談ができる 「ダイワボウ健康相談室」 もご覧いただけます。 

スマートフォンからも見やすくなっておりますので、ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

【 回答と解説 】 

【１】回答  ③A保険給付    B保険事業    C企業     D国や自治体 

●健保組合は、被保険者とその家族の生活を、いざというときの経済支援である「保険」と、 

健康面の支援である「保健」の２方向から支えています。 

【２】回答  高齢者医療 

●２０２３年度は、健康保険全体の保険料収入約8.7兆円に対して、約3.7兆円が高齢者医療費の支援に 

使われる拠出金でした。実に保険料の４割が高齢者に充てられています。高齢者、現役世代それぞれの負担 

のあり方を見直すよう、高齢者医療制度の改革を進めると同時に、私たち一人ひとりが医療費を抑える工夫 

をすることが、健保組合の安定的な運営につながります。 

 

健保だより 
 

令和 7年 4月 10日号 
 

※ダイワボウ労働組合「組合新聞」第 1104号 

（令和 7年 4月 10日発行）に掲載の 

「健保とあなた」と同じ内容です 


